
防寒対策は
万全ですか？
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茶

⑶
赤
枯
れ

茶
樹
の
限
界
温
度
で
あ
る
マ
イ
ナ
ス
12
℃
以
下
に

な
っ
た
時
、葉
が
赤
褐
色
に
な
り
枯
れ
る
症
状
で
す
。

軽
い
症
状
で
は
、
葉
が
紫
色
に
な
り
春
先
に
落
葉
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
落
葉
と
同
様
に
防
風
ネ
ッ
ト

を
設
置
し
て
寒
風
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

⑷
裂
傷
型
凍
害
、
サ
メ
肌
症
状

初
冬
か
ら
春
先
に
、
急
激
な
温
度
低
下
に
よ
っ
て

幹
割
れ
が
起
こ
る
症
状
で
す
。
敷
草
、
山
草
を
施
用

し
、
株
元
の
保
温
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

＊
敷
き
草
等
の
施
用
は
、
事
前
の
寒
害
対
策
と
有
機

物
の
補
給
に
つ
な
が
る
の
で
、
積
極
的
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

《
被
害
を
受
け
や
す
い
茶
園
》

⑴
山
間
部
の
標
高
の
高
い
茶
園
（
今
年
は
平
坦
地
で

も
起
こ
り
ま
し
た
。）

⑵
冬
の
季
節
風
を
強
く
受
け
る
茶
園

⑶
冷
た
い
空
気
が
停
滞
す
る
窪
地
や
低
地
茶
園

⑷
病
害
虫
（
ク
ワ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
）
等
の
被
害

の
大
き
い
茶
園

⑸
秋
芽
の
硬
化
が
遅
れ
た
茶
園

⑹
秋
整
枝
作
業
が
早
く
再
萌
芽
し
た
茶
園
（
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
翌
春
萌
芽
す
る
芽
が
充
実
し
て
き
ま

す
が
、
被
害
を
受
け
て
落
葉
量
が
多
く
な
る
と
生

長
中
の
芽
に
影
響
が
で
て
き
ま
す
。）

《
翌
一
番
茶
葉
数
の
確
認
》

　

秋
整
枝
作
業
後
、
11
月
中
下
旬
ま
で
に
翌
一
番
茶

に
な
る
幼
芽
形
成
が
終
了
し
ま
す
。
越
冬
芽（
幼
芽
）

を
縦
か
横
方
向
に
切
断
す

る
と
、
翌
一
番
茶
の
開
葉

数
が
わ
か
り
ま
す
。
基
本

的
に
は
、
芽
が
小
さ
い
と

葉
数
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
カ
ッ
タ
ー
等
を
使
い

切
断
し
て
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
、
季
節
風
の
強
い
日
が
あ

り
、
寒
さ
も
厳
し
く
な
り
ま
す
。
防
風
施
設
の
点
検

や
整
備
は
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
樹
勢

の
悪
い
茶
園
（
病
害
虫
被
害
や
葉
層
の
無
い
茶
園

等
）、
幼
木
園
で
は
、
事
前
対
策
を
万
全
に
し
て
く

だ
さ
い
。

《
寒
害
の
種
類
と
対
策
》

⑴
落
葉

　

幼
木
園
や
自
然
仕
立
て
茶
園
を
中
心
に
寒
風
に
よ
り

葉
が
落
ち
る
症
状
で
す
。
防
風
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
、
寒

風
を
和
ら
げ
落
葉
の
被
害
を
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑵
青
枯
れ

山
間
部
の
標
高
の
あ
る
茶
園
で
は
、
冬
季
の
雨
が

少
な
く
、
乾
燥
し
た
場
合
に
葉
が
青
い
ま
ま
光
沢
を

失
い
枯
れ
る
症
状
で
す
。（
今
年
は
平
坦
地
で
も
起

こ
り
ま
し
た
。）
山
草
や
敷
草
を
株
元
に
入
れ
、
土

壌
の
乾
燥
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
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